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「アジェンダ21」とは「21世紀への課題」という意味。

「京のアジェンダ21フォーラム」では、市民・事業者・行政が力を合わせて

環境と共生できるまちの姿を描いていきます。
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巻頭特集

第2段階に差し掛かる
京のアジェンダ21フォーラム
～ 発足6年、次の展開は？

環境ビジネス探訪　その4

エコにはまず「心」あり　株式会社ジイケイ京都

アジェンダNOW

京都市伏見区醍醐地域における
環境まちづくり・ひとづくり支援の取組

アジェンダフォーラム会員紹介ひと・まち・きたる

津村 紗代さん

みやこ



夏
2004

2

巻頭特集

フォーラム発足とともに代表の大

役を仰せつかって6年。その間、フ

ォーラムの活動は年々充実し、広が

っていることを心からうれしく思っ

ています。

パートナーシップでこれだけの組

織が活発に動いていることが今、全

国から注目されています。この5月

に（財）京都オムロン地域協力基金

より「第15回 ヒューマンかざぐる

ま賞」を受賞したことも、「持続可

能な京都づくり」を目指すフォーラ

ムのパートナーシップ型活動が評価

されていることの表れです。

しかし、このまま順風満帆で京都

が「世界に冠たる地球にやさしいま

ち」になるかというと、そう簡単で

はありません。日本政府は、日本が

京都議定書を守ることができないと

宣言しており、ここまで活動を続け

てきた京都市も、議定書に関しては

決して楽観的でない状況にありま

す。これだけ努力し、苦労をしてい

るにも関わらず、地球温暖化防止、

つまり議定書を守るということは難

しい課題です。

一方、ヨーロッパではデータを見

る限り、着実に議定書の目標に近づ

いています。またEU主要国は最近、

30％から80％といった二酸化炭素

排出削減目標さえ掲げました。この

差が何なのかといった点も含めて、

我々もこれからの活動をもう一度考

え直し、なお一層のレベルアップを

目指す時点にきていると思われま

す。

日本全体としては可能性が小さく

とも、せめて京都は何とか議定書の

目標に到達するように、皆さんとと

もに一層努力を重ねて行きたいと心

から願います。京都市温暖化対策条

例（仮称）も制定に向けて進む中、

法的な裏付けを得ることでフォーラ

ムの活動が、より実効あるものにな

ることを期待しつつ、新しい年度の

活動をご一緒にがんばりたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

京
みやこ

のアジェンダ21フォーラム（以降、「フォーラム」）の発足から6年。フォーラムはこれまで様々な分野、立場

を超えた環境まちづくりへの取組を実施・支援してきました。去る6月26日に開催された平成16年度京
みやこ

のアジェン

ダ21フォーラム総会における内藤正明代表の挨拶、第2部（京
みやこ

エコロジーセンター「京
みやこ

ECOセミナー」と共催）で

の小幡範雄氏（立命館大学政策科学部教授・本フォーラム幹事長）、新川達郎氏（同志社大学大学院総合政策科学研

究科教授）の講演を振り返りながら、京
みやこ

のアジェンダ21、及びフォーラムの今後の展望について考えてみたいと思

います。

内藤正明氏（当フォーラム代表）挨拶

「活動は活発になった。しかし、温暖
化防止にはより一層の努力が必要だ」

第2段階に差し掛かる
京のアジェンダ21フォーラム
～発足6年、次の展開は？

みやこ

巻頭特集

みやこ
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京
みやこ

のアジェンダ21とは、まちづ

くり、環境への課題解決のために、

地域の20～30年後の目標を立てた

ものです。京都市はそれに則って、

二酸化炭素排出量を1990年レベル

の90％に抑制することを目標とす

る「京都市地球温暖化対策地域推進

計画」を策定しています。

1996年に会議を重ね、97年12月

にはCOP3が京都で開催されたのを

機に、「京
みやこ

のアジェンダ21」が、翌

年11月に京
みやこ

のアジェンダ21を推進

する組織としての「京
みやこ

のアジェンダ

21フォーラム」が発足しました。

それから6年、「走りながら考える」

形で活動してきました。

京
みやこ

のアジェンダ21には、まず

「パートナーシップの確立」が求め

られます。その後、地域の課題把

握・分析、行動計画・行動指針の作

成、普及啓発活動・進捗状況確認ま

では進みました。しかし、活動を通

じて二酸化炭素排出量がどのくらい

減ったか、あるいは環境指標で見た

ときに、京都の環境がどのように変

わったかを示すといったことについ

てはまだまだ課題があります。そこ

で現在、その指標づくりを行ってい

ます。

フォーラム全体を考えても、会員

やネットワーク、あるいは活動その

ものをどうするかといったことは、

今後の方向を選択する上で重要にな

ってきます。また、活動は活発にな

ってきましたが、人によって温度差

が出てきていることについても、今

後対策を考えていかなければなりま

せん。

組織間の連携についていうと、フ

ォーラム、京
みやこ

エコロジーセンター、

京都市ごみ減量推進会議は、パート

ナーシップを取れるように目指して

いますが、資金の問題、活動内容の

重複と役割分担、組織形態の違いな

ど様々な問題があります。連携の第

一歩として、2004年1月から三者協

働で『環境イベントカレンダー』の

作成が実現しましたが、今後、どの

ような形の三者連携が求められるの

か、皆さんも考えてほしいと思いま

す。

最後に市役所内の部局間連携も必

要です。フォーラムには環境局のみ

ならず、他部局も参加していますが、

会議での立場、フォーラムそのもの

の認知度、そこでの決定の重さとい

った点も今後検討していく必要があ

ります。

小幡範雄氏（当フォーラム幹事長）

「京のアジェンダ21がめざす
京の環境づくり」

みやこ

新川達郎氏

「市民参加とパートナーシップによる
持続可能なまちづくりとは」

京
みやこ

のアジェンダ21フォーラムが

成り立つ考え方の根本には「パート

ナーシップ」があります。パートナ

ーシップとは、個人やグループなど

が、それぞれの主体的な役割がある

ということを前提にしてなお相互に

協力する連携関係のことです。

それぞれの主体には自ずと限界が

あります。それを乗り越え、ずれ、

隙間、ギャップを埋めるのがパート

ナーシップ活動です。各主体には人

材、技術、お金、情報等の過不足が
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あります。そこで、それぞれの能力

不足を補い合う「相互補完」や、も

う半歩進めた「相互協力」が求めら

れます。さらに目標達成までは協働

体制を組むことによって問題を解決

するという方法もあります。

フォーラムの役割には、その基本

原則として、いろいろなセクターの

パートナーシップによる環境活動が

あります。また、活動指針としては

①環境問題に関わるさまざまなネッ

トワーク作り②アジェンダ21に基

づく環境保全活動の率先実行③さま

ざまな環境保全活動に対する支援協

力④環境問題に関する調査研究と情

報の幅広い受発信、が挙げられます。

しかし、パートナーシップ組織も

変わっていくことが必要です。さら

にいろいろな人たちが関わることに

よって、活動そのものが充実してい

くのです。そのためには、まず第一

に活動の広がりを実現することで

す。協力関係をつくり、市民的支持

を得る必要があります。第2に自律

的・自立的な運営、すなわち運営面、

財政面での自立、継続的で経済的な

活動であること、しかも効率的な組

織であることが求められます。そし

て、第3に多様な環境問題にこたえ

ることです。環境問題は複雑で地域

から地球レベルへも波及します。そ

れゆえ環境問題の広がりや深刻化に

対応した行動を展開しなければなり

ませんし、専門的な知識や技術の学

習も必要です。さらに専門家のネッ

トワークを作ることや関係者の環境

活動をサポートするという役割もあ

ります。フォーラムはこのネットワ

ークの中で、客観的、科学的な学習

の場として、一番ニーズに答えやす

い位置にあるのではないでしょう

か。なぜならば、問題の広がりに対

応した活動ができること、そして、

関わっている人たちそれぞれが持っ

ている専門的知識、技術のストック

があるからです。

市民の学習、活動を広げ、深める

プロセスをフォーラムがどのように

つくっていけるか。その大きな役割

を積極的に果たしていくことが求め

られます。

② 会議は原則公開 

① 行動計画を越える市民計画 

③ 参加者が手づくりで知恵を出し合う 

② 数値目標を徹底議論したが、 

　 具体の数値は明示せず 

④ 実質的な数多くの会議 ③ 単なる削減メニューのリストではない 

　 会議だけでなく、啓発活動も同時に行う ④ 大胆な都市のつくりかえを睨む 

京のアジェンダ21フォーラムの特徴 

① 全く白紙からスタートした 

京のアジェンダ21の特徴 
みやこ みやこ 

（表）京のアジェンダ21と京のアジェンダ21フォーラムの特徴（小幡氏）

小幡・新川両氏で行われた対談は

さらに突っ込んだ内容のものとなり

ました。

小幡氏からは、事をなすときには

「信念と情熱を持つ人」「はやし立て、

後押しする人」「何とはなしについ

てくる人」「足を引っ張る人」「無関

心な人」という5つのタイプの「ま

ちづくり5人衆」がいて、多様性の

中で上手にまちづくりをやっていく

ことが肝要だということを、また新

川氏からは、掲げた目標の振り返り

をしていく中で活動を広げていくこ

とができるのではという意見をいた

だきました。さらに現在、フォーラ

ム、京
みやこ

エコロジーセンター、京都市

ごみ減量推進会議の三者の事業は、

重複しているところもありますが、

そこからたくさんの人やグループが

育ってくることによって棲み分けが

でき、それぞれの役割やアイデンテ

ィティを認識する必要性が出てきま

す。そこで新たなパートナーシップ

ができてくるという今後の環境まち

づくりの動向を示唆することも話題

になりました。

今後、従来の環境対策だけでは解

決できない問題が増えてきます。そ

こでこれからは「パートナーシップ

の質」（新川氏）が問われるように

なってきます。フォーラムに関わる

人たちがそれぞれに立場と思想、そ

して相手を理解することでルールや

役割が明確になってきます。発足6

年、パートナーシップ組織としての

フォーラムそのものの役割も、少し

ずつ明確になりつつある、そんな

「第2段階」に差し掛かっているの

ではないでしょうか。

パートナーシップは「質の時代」へ　対談から

第2段階に差し掛かる京
みやこ

のアジェンダ21フォーラム ～ 発足6年、次の展開は？
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蒸し暑ーい日。家に帰ったらすぐにクーラーのスイッチを入れて、急速冷房で涼んでいません
か？　確かにそんな快適・便利生活は、慣れると手放せないものです。
でも、クーラーに頼る生活は夏風邪など体調を崩す大きな要因。冷え過ぎた室内と温度差のある場所を出入り
していると、自律神経失調症になってしまう恐れもありますので注意が必要です。

というわけで、クーラーの電気代を節約しながら涼を取る工夫をご紹介！

・お家の中に風を通しましょう。コツは風上の窓は狭く開けて、風下側は広く開けること。風下側の窓を2ヶ所
開ければより効果的です！
・体温を下げる食べ物（例えば、スイカ、きゅうり、カレー、そば、豆腐など）を食べましょう。
・白熱灯の発熱量は蛍光灯の3倍！　電球と同じ色の蛍光灯に変えてみましょう。
・発熱量はわずかですが、電化製品の主電源を切りましょう。待機電力は全消
費電力量の約10％も　あるんだそうです。
・日光の照り返しを防ぐ為、ベランダに人工芝や鉢植えを並べましょう。
・遮光のため、簾

すだれ

を窓の外に付けましょう。風鈴もセットがいいですね。
・打ち水で冷気を入れてみましょう。
・一軒家なら、遮光のために庭に落葉樹を植えるのはいかがでしょう？　冬は
落葉して日光を遮りませんから、暖房の使用量も減らせるはずです！
そう言えば、昔の人も言ってるように、そもそも家は夏を基本とし選ぶべき
なのかもしれませんね。あなたの家は夏向きですか？

社会にやさしい生活雑貨店WAYS SHOP http://www.ways.co.jp
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プロダクツデザイン、グラフィック
デザイン、環境デザインをあわせた
「総合デザイン」を手がけるジイケイ
京都（以下、GK京都）は、ユニバー
サルデザイン、都市防災、そして環境
保全など、社会問題の解決をデザイン
の分野で手がけてきた。今回は、都心
のエコ交通プラン※1や省エネラベル
などフォーラム関連のデザインも担う
同社社長の恩地さん、デザイナーの池
田さん、石川さんに、これからのデザ
インと社会との関係性や、企業の環境
への関わり方などについてうかがっ
た。

■社会的活動の中から
ビジネスは生まれる

石川さんは、GK京都で、社会と深

く関わったデザインとして、障害の有

無、年齢、性別などに関係なく楽しめ

るユニバーサルデザインの分野でのス

ポーツ機器開発などを手がけてきた※2。

同じ頃、環境デザインにも取り組む

ようになったが、そのきっかけは3年

前、フォーラムの交通ワーキンググル

ープと関わり始めたことである。「環

境にやさしい交通体系を考えるために

は、京都の都市景観を具現化すること

が大事ではないか」という声がスタッ

フから上がり、景観材料推進協議会※3

が社会実験を行うときに使う仮設の歩

道などを道路に設置したと想定して、

「都心のエコ交通プラン～実施編」を

つくったのが始まりだ。

また、2003年度の社会実験を経て、

今年度本格実施がはじまった家電製品

の「省エネラベル」のデザインを手が

けた。このプロジェクトに関わった池

田さんはいう。

「家電店には所狭しと並んでいる商

品には、値札やポップ（商品の説明書

き）がいっぱい貼られているという状

態です。そこに一石を投じるためには、

文字や数字の羅列ではなく、落ち着い

た印象のデザインで逆に特徴付けるこ

とにしました」

なるほど、こうして生まれたのが、

5段階のランクを示す5枚の葉っぱで

「エコロジー、エネルギー」の頭文字

である「ｅ」の字を形作る省エネラベ

ルのマークなのだ。まさに多くの人に

親しみを持って訴えかけるものを、と

いうことを意識してつくられたデザイ

ンだ。

そこには全ての情報を同じだけ出す

のではなく、優先順位とバランスでメ

ッセージ性を出すというデザイナーの

腕の見せ所が垣間見える。

■社会問題の解決がデザイナーの本質

企業における環境への取組について

の今後の展望として、恩地さんは明快

な回答をくれた。「高度成長期を経験

していない若い世代には、『環境』が

思考の根本にある。だが、世の中の感

覚には『戦後50年』が未だ抜きがた

く存在している。その矛盾を抱えたま

まなのが現代なのだろう。また、昔あ

った価値観で消えてしまったものが数

多くある。『始末』という素敵な言葉

はその典型だろう。すなわちエコロジ

ーは倫理とつながるのだ。そしてこれ

からまた、そんな価値観が復活してき

そうな気がしている。環境への取組に

『関われる』のではなく『関わらない

とだめ』にまで持っていく必要がある。

環境が企業の常識として、また広報力

やブランド力といった経営資源として

位置付けることが大事だろう」と。

来るべき次世代は、環境に配慮した

生活や経済活動をすることは「当たり

前」になっているかもしれない。環境

への取組は「目を三角にして」するも

のではなく、そうすることが「オシャ

レ」あるいは「憧れの対象」になるこ

とが大切なようだ。

今日、企業は社会的責任を考えなけ

れば経営が成り立たなくなってきてい

る。ところがそういった思いもロジッ

クもあるのに、多くの企業は実行でき

ない。なぜならばコミュニケーション

の不足があるからだ。そこに必要なの

がデザインである。

だからこそ、GK京都はデザインの

本質と向き合っていきたいという。そ

れは、社会的な立場をはっきり持ち、

社会と深く関わる“体験”から得たも

のを「提案」として世に問い、そうす

ることで人々に「美しさ」と「喜び」

を与え、最終的に社会問題を解決して

いくということなのである。

※1 http://www.jca.apc.org/ma21f/
toshin/plan.html
『あじぇんだ』17号（2003年秋号）
にも関連記事掲載

※2 http://www.univehicle.net/
※3 http://www.jkiss.or.jp/keikan/
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ECO 環境ビジネス探訪　その4

株式会社ジイケイ京都（GK京都）
エコにはまず「心」あり
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●まちづくり・ひとづくりには時間がかかる

醍醐地域の地域女性会のメンバーが中心になって、環境

問題について勉強しはじめたのは約4年前。それから「石

鹸づくり」などの自主的な勉強会や「買い物袋持参運動」

を経て、それまで環境の“か”の字も出てこなかった女性

会も変わりはじめた。

2003年度は、グリーンコンシューマー※1をテーマに連続

7回の講座を開催した。主な目的はリーダーの養成。NPO

法人環境市民は、講座への講師派遣や専門的なアドバイス

を行った。しかし、人が育つには時間がかかる。講座を受

けてすぐリーダーが生まれるわけではないのだ。そこで、

もっと広く活動を知ってもらい、関心のある層を仲間にし

たい。そのために大きくて目立つキャンペーンができない

か。そこでにわかに持ち上がってきたのが、地元スーパー

のアル・プラザ醍醐店と共催での「醍醐環境フェスタ」の

開催だった。

●パートナーシップで実現した「醍醐環境フェスタ」

NPO法人伏水
ふしみ

サポートネットワーク、地域女性会、社会

福祉法人曙福祉会あけぼの保育園、京
みやこ

のアジェンダ21フォ

ーラム、地元の有志住民と環境市民をメンバーにした実行

委員会を発足させ、企画会議を重ねた。そこでは、あくま

で主役は地域住民であり、環境NGOである環境市民は専門

アドバイザー、京
みやこ

のアジェンダ21フォーラムは両者をつな

ぐコーディネーター役と位置付けた。ただ、環境市民とし

ては、講師派遣やプログラム企画だけの単発的な関わりで

はなく、各主体が持っている資源を活用して、プロセス

（過程）を共有しながらパートナーシップを築いていかなけ

れば、よいものはできないと考えた。そこで、プログラム

の企画と当日スタッフ研修は環境市民が責任を持って行う

一方、当日のスタッフは基本的に地域住民が担う、と役割

分担を明確化させた。

プログラムの内容は、店内に並んでいる実際の商品から

環境配慮型のものを探す「お店エコ探検クイズラリー」を

中心に、あけぼの保育園の先生手作りの「環境紙芝居」、ソ

ーセージ、とうふ、かまぼこを使った「どっちがエコ？

食べ比べゲーム」、深草の土※2を原料にした壁土での「泥

だんごづくり」など、大人から子どもまで楽しく参加でき

るワークショップが目白押し。それらの目的や参加者への

メッセージについても時間をかけて議論した。

数回のスタッフ研修を経て、いざ本番。6月11日（金）

から13日（日）の3日間連続でお店の中央にあるオープン

スペースを借りることができ、のべ数百人の参加があった。

休日返上、朝から夕方までの長丁場というプログラムにも

関わらず、笑顔を絶やさず買い物客に接する地域住民の姿

が目に焼きついている。ここで学んだのは、お互いの立場

を理解して、成長し合うことが大切であり、あせらずにビ

ジョンに向かってともに歩んでいけば必ず夢は実現すると

いうことである。

●目標は「モデルづくり」

今後、このイベントの総括を行い、成果を次の活動につ

なげていくための戦略を練っていくことになる。醍醐地域

が地域へのグリーンコンシューマー普及のモデルケースと

なるよう、客観的な視点での調査研究もあわせて行ってい

く予定である。

追記 「醍醐環境フェスタ」は、NPO法人モバイル・コミュニケ

ーション・ファンドからの助成を受けて実施することが

できました。

（NPO法人環境市民　風岡宗人）

※1 環境を大切にする消費者のこと。

※2 伏見区深草地域は壁土に適した粘りのある土を産出する。
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京都市伏見区醍醐地域における
環境まちづくり・ひとづくり支援の取組
醍醐環境フェスタ「はじめよう、広げよう環境にやさしい暮らしとお買い物」開催報告

食べ比べゲーム参加者に「どっちがおいしかった？」と語りかけるスタッフ

フェスタの全景。買い物客へのアピール度は大きかった
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京のアジェンダ21フォーラム入会のご案内

【年間会費】
一口1,000円を単位として、会員ごとに次の口数分とします。

(1)個人会員　1口　　　(2)団体会員　2口以上
*会費は郵便振替または銀行振込をご利用ください。

◇ 郵便振替口座：00960-7-143508
京のアジェンダ21フォーラム

◇ 銀行振込口座：UFJ銀行京都支店 普通 5468383
京のアジェンダ21フォーラム

【会員の特典】
ニュースレター・各種案内資料の無料送付、ワーキンググル
ープへの参加、主催行事への参加など ※このニュースレターは風力発電による自然エネルギーを使用して、古紙100％

の再生紙に大豆油インキで印刷しています。

発行：京のアジェンダ21フォーラム事務局
〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上ル上本能寺前町488番地
京都市環境局環境政策部地球環境政策課内
TEL. 075-222-4037 FAX. 075-222-4039
E-mail. ma21f@mbox.kyoto-inet.or.jp
URL. http://web.kyoto-inet.or.jp/org/ma21f/

企画：同フォーラムニュースレター編集チーム

編集：滋野浩毅・小田桂子・竹村光世・千葉有紀子

デザイン・レイアウト：藤本芳一

京
みやこ

のアジェンダ 21 フォーラムニュースレター 2004年夏（第20号）

●きっかけはイベント参加

学部のときは、『竹炭を添加した乾燥生ごみが、作物に与

える影響』をテーマに研究を進め、大学生協の食品残渣
ざんさ

を、

乾燥型電動生ごみ処理機を使用して竹炭を加えて堆肥化し、

その堆肥を使った作物の生長を調べて研究をまとめた。こ

の研究は一定の成果も出ていたので、一区切りつけること

になった。大学院での新しい研究テーマを探していたちょ

うどその頃、2002年11月に開催された「家庭の生ごみ堆肥

のつくりかた交流会」（食の循環WG主催）を指導教授より

紹介され、参加することになった。

この交流会に大きなインパクトを受けたという。「これだ

けの人が生ごみについて真剣に語っている場所はない。メ

ンバーにとても勢いがあり、初めは指導教授とのパイプ役

のつもりが、気がついたらすっかり自分がWGの活動に巻

き込まれていました」。

●学習会が生んだ生ごみ堆肥化の取組

2003年3月までWGが行った、他地域での生ごみ堆肥化

の取組を調べた結果をもとに、同年4月から葵学区で地域

での食の循環のモデル実験を始めることになった。「葵小学

校（左京区）を会場に月1～2回、環境をテーマとした地域

住民対象の学習会を、これまで計15回行いました。ここで、

地域の人に少しずつ『生ごみの堆肥化』を受け入れてもら

った気がします」と津村さん。学習会を契機に立ち上がっ

た地域の環境サークル「葵エコクラブ」を中心に、葵小学

校、京都府立大学との協働でプロジェクトは動き出した。

学習会を開催する一方、WGでは、生ごみ回収実験の方

法、堆肥を作る機械選びを進めた。遠く明石市まで機械を

見に行ったりもしたが、結局、食事学研究室で行われてい

た家庭用の乾燥型電動生ごみ処理機による方法に落ち着い

た。「この方法は電気代が高くつきますが、特殊な菌を使用

しないので、その土壌の菌層を大きく変化させることがあ

りません。さらに、竹炭を入れることで、処理時間が短縮

でき、臭いも抑えられ、土壌の状態も良くするんですよ」

とのこと。回収・堆肥化拠点を京都府立大学構内としたた

め、回収は学生が週2回、自転車で行うことになった。学

習会参加者を中心に、地域で生ごみ回収実験参加者を公募

し、プレ実験を経て、9月から大学周辺の家庭25軒で生ご

み回収実験を開始した。

●私の「大きな収穫」

今年2月に、乾燥させて保管していた生ごみを、府立大

学付属農場にすき込んで堆肥作りを始め、その堆肥を使っ

た野菜作りをこの5月に始めたばかり。これから、夏、秋

と収穫時期がやってくる。「自分の作った野菜はかわいいと

みんな思うみたい。何より、太陽、大地、人間の汗と涙の

力で、本当においしい！だから楽しみはこれからですよ」

とにっこり笑う。食は人間の大事な生活の一部だから、大

切にしないと、という思いがあふれている。

「前々からボランティアに対して憧れがあり、自分も何

かやらなきゃと感じていたので、ちょうど良い機会に恵ま

れたと思っている。実際やってみると、本当に大変！　で

もその分楽しくて、いろいろな人に出会うことができる」

という。「生ごみを回収している時、生ごみを出される方に

『ありがとう』と言ってもらったり、生ごみ回収仲間と仕事

の後でお茶会をしたり、葵小学校の子どもたちとの関わり

も。今では地域の人も小学生もみんな友達だって思えます。

これに関わらなければ出会えなかった人たちのいろんな考

え方にふれ、多様性をじかに感じて、想像力が養え、人間

に対する愛情がわきました」。

卒業後は、この人々と関わった経験を活かして、栄養士

として働きたいという。生ごみを減らすことは調理の仕方

を考えることであり、メニューを考えること、そして体に

良い食材を選ぶことにつながる。「心も体も健康に」という

ことを人に伝えたいそうだ。そうして、食の循環の輪は広

がっていくのだろう。

（聞き手〔写真も〕千葉有紀子）

ひと
まち
きたる

待ち人来る、ではなく「ひと・まち・きたる」。
京のアジェンダ21フォーラムの会員で、積極的に活動
されている方を紹介していきます。

第20回

津村 紗代さん

アジェンダフォーラム会員紹介 京都府立大学大学院人間環境科学
研究科食事学研究室　修士課程2
回生。当フォーラム食の循環ワー
キンググループモデル地域の葵学
区（左京区）で、学習会企画、生
ごみ回収・堆肥化作業、畑作業の
世話役など中心的役割を果たして
いる。


